
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

����������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

																								 �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�




































�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

 �

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

は
じ
め
に
菅
沼
会
長
が
、

こ
の
１
年
間
の
事
業
推
進
支

援
に
対
す
る
お
礼
と
と
も

に
、
「
今
会
は
、
被
災
学
生

や
被
災
地
支
援
の
意
思
を
明

確
に
す
る
決
起
大
会
と
考
え

て
い
ま
す
。
専
大
で
学
ぶ
若

者
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
復
興
の

一
翼
を
担
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
育
友
会
は

支
援
を
惜
し
ま
な
い
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
日
髙
義
博
理
事
長

・
学
長
が
「
震
災
の
影
響
で

日
本
武
道
館
の
卒
業
式
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
部

・
学
科
ご
と
に
学
位
記
授
与

式
を
行
い
ま
し
た
。
本
学
育

友
会
か
ら
の
ご
協
力
を
も
と

に
奨
学
金
の

制
度
を
見
直

す
な
ど
、
被

災
学
生
の
支

援
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま

す
。
今
後
も

育
友
会
、
Ｏ

Ｂ
、
学
生
、

大
学
を
つ
な

ぐ
強
い
絆
で

こ
の
難
局
を

克

服

し

た

い
」
と
あ
い

さ
つ
。
来
賓

の
池
本
卯
典

校
友
会
副
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
あ
と
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
は
、
「
１０
年
度
事
業

報
告
・
同
決
算
報
告
」
の
あ

と
、
「
東
日
本
大
震
災
に
伴

う
育
友
会
の
支
援
」
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
「
育
友
会
震

災
救
済
支
援
金
」
と
し
、
１

億
円
を
拠
出
す
る
こ
と
な
ど

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
「
１１
年
度
事
業

計
画
（
案
）
・
同
予
算
（
案
）

な
ど
が
承
認
さ
れ
、
役
員
改

選
が
行
わ
れ
た
。

新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
早

川
氏
は
「
若
者
た
ち
の
将
来

の
た
め
に
尽
力
し
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。
最
後
に
退

任
役
員
が
並
び
、
代
表
し
て

菅
沼
会
長
が
「
任
期
中
に
育

友
会
創
立
５０
周
年
、
本
学
創

立
１
３
０
年
の
節
目
を
迎

え
、
出
版
、
映
画
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
立
ち
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
と
活
動
で
き
て
幸
せ
で

し
た
」
と
退
任
の
あ
い
さ
つ

を
語
っ
た
。

「
学
生
支
援
と
情
報
発

信
。�
２
本
柱
�
を
徹
底

し
た
い
」

『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』

（
０８
年
、
志
茂
田
景
樹

著
）
の
刊
行
（
０９
年
に
は

英
語
翻
訳
本
も
刊
行
）
、

同
書
を
原
作
と
し
た
映
画

『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』
の

推
進
活
動
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
「
黒
門
」
復
元
…

と
、
こ
の
数
年
間
、
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
を
次
々
や
り

遂
げ
、
育
友
会
は
専
修
大

学
の
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー

役
と
し
て
存
在
感
を
増
し

た
。昨

年
度
ま
で
副
会
長
を

務
め
、
菅
沼
堅
吾
前
会
長

は
じ
め
同
会
役
員
と
と
も

に
こ
れ
ら
の
活
動
を
強
力

に
推
し
進
め
て
き
た
。
会

長
就
任
に
当
た
り
、
「
こ

れ
ら
の
実
績
を
生
か
し
、

学
生
支
援
に
力
を
尽
く
す

と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
り

た
い
」
と
穏
や
か
に
語

る
。大

学
か
ら
情
報
発
信
を

す
る
最
大
の
場
が
、
全
国

で
展
開
す
る
夏
の
育
友
会

支
部
懇
談
会
。
ご
父
母
・

保
護
者
が
教
職
員
と
懇
談

し
、
学
業
、
生
活
、
就
職

問
題
に
つ
い
て
情
報
を
得

る
絶
好
の
機
会
だ
。

今
年
育
友
会
は
、
「
３

・
１１
東
日
本
大
震
災
」
で

被
災
し
た
東
北
、
北
関
東

地
区
で
、
修
学
支
援
相
談

会
を
開
催
、
ご
父
母
・
保

護
者
の
相
談
に
応
じ
る
。

加
え
て
専
修
大
学
に
協
力

し
、
被
災
学
生
へ
の
支
援

金
を
拡
充
。
被
災
者
の
修

学
機
会
を
、
万
全
の
態
勢

で
守
る
。
新
会
長
と
し

て
、
各
地
の
支
部
懇
談
会

に
加
え
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
な
ど
を
精
力
的
に
訪

ね
る
予
定
だ
。

「
地
方
に
お
い
て
も
キ

メ
細
か
な
活
動
が
展
開
で

き
る
の
は
支
部
役
員
の
皆

さ
ん
の
お
力
が
あ
っ
て
こ

そ
」
と
強
調
、「
す
べ
て
は

学
生
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
、
総
力
を
あ
げ
て
後
押

し
を
し
て
い
き
た
い
」。

長
男
が
文
学
部
４
年
次

に
学
ぶ
。
長
女
は
専
大
附

属
高
校
か
ら
法
学
部
、
さ

ら
に
大
学
院
法
学
研
究
科

に
進
み
、
今
年
修
了
し

た
。
大
手
都
市
銀
行
に
２５

年
。
長
男
の
入
学
時
に
育

友
会
活
動
と
い
う
、
思
い

も
か
け
な
い
�
ス
テ
ー

ジ
�
に
出
合
っ
た
。
「
息

子
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
」。

趣
味
は
「
地
域
の
仲
間

と
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
。

５５
歳
。

２
０
１
１
年
度
育
友
会
定
期
総
会
（
菅
沼
堅
吾
会
長
）
が
６
月
４
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本
部
・
支
部
役
員
と
専
修
大
学
役
員
・
教
職
員
な
ど
１
８

４
人
が
出
席
。
新
会
長
に
早
川
和
仁
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

７
月
２
日
（
土
）
、
名
古

屋
市
に
お
い
て
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
「
２
０
１

１
年
度
校
友
会
定
時
総
会
」

は
、
６
月
１１
日
開
催
の
代
議

員
会
に
お
い
て
中
止
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
中
止
理
由
に

つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
の
甚
大
な
る
被
害
に
伴

い
、
多
く
の
校
友
を
は
じ
め

被
災
者
が
い
ま
だ
に
避
難
所

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

が
収
束
し
て
い
な
い
こ
と
、

夏
の
計
画
停
電
が
心
配
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
皆
様
に
は
、
大

変
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
同
総
会
を
開
催
す
る
た

め
の
経
費
を
被
災
さ
れ
た
在

学
生
お
よ
び
校
舎
復
旧
を
支

援
す
る
た
め
、
専
修
大
学
に

寄
付
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

な
お
、
１２
年
度
の
定
時
総

会
は
、
今
回
中
止
と
な
っ
た

名
古
屋
市
で
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

校
友
会
長

甘
竹
秀
雄

選

挙

結

果

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
当

選
者
追
加
判
明
分
、
５
、
６

月
開
票
当
選
者（
敬
称
略
）。

【
市
・
区
・
村
議
会
議
員
】

▽
千
葉
県
佐
倉
市

井
原
慶

一
（
昭
４８
法
）
▽
千
葉
県
市

原
市

宇
田
川
昭
男
（
昭
４４

経
営
）
▽
東
京
都
北
区

竹

田
博
（
昭
５６
商
）
、
前
田
幸

生
（
昭
５６
経
営
）
▽
福
島
県

檜
枝
岐
村

星
守
（
昭
４５
経

済
）
▽
東
京
都
足
立
区

藤

沼
壮
次
（
昭
５０
法
）
、
高
山

延
之
（
昭
５３
経
営
）

石
田

満
氏
（
い
し
だ
・

み
つ
る
∥
昭
５３
法
）
㈱
ウ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
新
社
長
に
６
月

２８
日
付
で
就
任
予
定
。

本
社
∥
東
京
都
。
レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
、
ほ
か
。

粕
谷
さ
ん
が「
い

け
ば
な
ラ
イ
ブ
」

「
一
葉
式
い
け
花
夏
期
講

習
会

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
花
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
が
７
月

１０
日
（
日
）
、
１５
時
～
東
京

・
杉
並
区
の
「
セ
シ
オ
ン
杉

並
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ

る
。
家
元
嗣
の
粕
谷
尚
弘
さ

ん
（
平
１５
経
営
∥
本
紙
４
８

８
号
既
報
）
ら
に
よ
る
「
い

け
ば
な
ラ
イ
ブ
」
な
ど
を
予

定
。


一
葉
式
い
け
花
本
部
☎
０３

（
３
３
８
８
）
０
１
４
１

〈
相
模
原
支
部
総
会
・
創
立

５
周
年
記
念
〉

▽
６
月
２５
日
（
土
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
小
田
急
線
相
模
大

野
駅
舎
上
「
小
田
急
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
」

８
階

渋
谷
隆
宏
氏
☎
０
４

２
（
７
４
４
）
４
８
６
５

〈
野
田
鳳
会
総
会
〉

▽
７
月
９
日
（
土
）
１３
時
３０

分
開
会
▽
東
武
野
田
線
愛
宕

駅
徒
歩
４
分
「
幸
楽
愛
宕

店
」

箱
森
東
英
氏
☎
０４

（
７
１
９
８
）
０
３
８
４

〈
福
岡
支
部
総
会
〉

▽
７
月
１１
日
（
月
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
徒
歩

８
分
「
サ
ッ
ト
ン
プ
レ
イ
ス

ホ
テ
ル
博
多
」

眞
鍋
秀
泰

氏
☎
０
９
０
（
７
４
６
６
）

８
３
２
６

〈
二
鳳
会
納
涼
会
〉

▽
７
月
１６
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
地
下
鉄
日
比
谷
線

入
谷
駅
前
「
入
谷
三
富
」


新
堀
明
氏
☎
０
９
０
（
８
０

１
６
）
０
６
９
５

〈
北
信
越
連
合
大
会
〉

【
記
念
講
演
会
】

▽
７
月
１７
日
（
日
）
１３
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
か
ら

車
で
３
分
「
富
山
市
国
際
会

議
場
」
３
階
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

▽
講
師
∥
直
木
賞
作
家
・
志

茂
田
景
樹
氏
▽
映
画
「
学
校

を
つ
く
ろ
う
」
上
映
ほ
か

【
連
合
大
会
】

▽
同
１７
時
４５
分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ

富
山
駅
か
ら
車
で
３
分
「
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
富
山
」
。
以
上
∥

村
井

一
夫
氏
☎
０
７
６
６
（
５６
）

１
２
０
０
（
太
閤
山
Ｃ
Ｃ
）

全
国
支
部
長
会
を
開
催

翌
５
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
全
国
支
部
長
会
が
行
わ

れ
、
支
部
役
員
ら
１
２
８
人

が
出
席
。
今
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
議
論
し
た
∥
写
真
。

「
意
志
が
あ
れ
ば
、
結
果

は
自
力
で
勝
ち
取
れ
る
」

「
成
功
の
反
対
は
『
挑
戦
し

な
い
』
こ
と
。
失
敗
を
恐
れ

る
な
」。

所
属
す
る
国
際
経
営
者
協

会
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
か
ら
の
派
遣

に
よ
る
専
修
大
学
経
営
学
部

の
寄
付
講
座
で
講
義
を
受
け

持
ち
、
人
生
の
先
輩
と
し
て

学
生
た
ち
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
。

広
島
県
府
中
市
で
生
ま

れ
、
福
山
市
で
育
っ
た
。
専

大
時
代
は
流
通
を
学
び
、
１

年
間
休
学
し
米
国
に
留
学

も
。
１
９
８
１

年
、
大
手
流
通

会
社
に
入
社
し

た
も
の
の
「
こ

こ
は
自
分
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
は

な
い
」
と
６
カ

月
で
退
職
。

旅
行
会
社
の

営
業
で
実
績
を

残
し
９６
年
、
起

業
に
乗
り
出
し

た
。
会
社
経
営

は
少
年
時
代
か

ら
の
夢
。
ス
タ
ー
ト
は
、
学

生
時
代
の
友
人
と
と
も
に
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
の
カ
フ

ェ
経
営
。
そ
の
後
、
釜
め
し

デ
リ
バ
リ
ー
店
も
始
め
た

が
、
大
手
競
合
店
の
出
現
な

ど
で
い
ず
れ
も
失
敗
。

コ
ス
ト
を
見
直
す
中
で
、

浮
か
び
上
が
っ
た
の
が
廃
棄

物
の
処
理
。
そ
の
道
筋
が
業

界
の
中
で
確
立
さ
れ
て
い
な

い
の
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
た
。

２
０
０
０
年
、
企
業
の
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か

わ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
店
舗
、
工
場
な
ど
か

ら
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
現
状

を
分
析
し
、
廃
棄
コ
ス
ト
の

適
正
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
と
同
時
に
廃
棄
物
を
出
さ

な
い
た
め
の
工
程
の
見
直
し

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

「
費
用
を
か
け
て
処
理
し

て
い
た
ゴ
ミ
」
が
、
商
品
と

し
て
収
益
源
の
一
つ
に
な

る
。
さ
ら
に
環
境
問
題
に
応

え
る
こ
と
に
も
―
―
。
ビ
ジ

ネ
ス
効
果
は
予
想
を
超
え
、

現
在
、
取
引
を
し
て
い
る
事

業
所
は
７
千
を
数
え
る
。
廃

棄
物
処
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

取
り
組
ん
で
い
る
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援
活
動
に

も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

「
も
の
ご
と
が
進
化
し
た

と
こ
ろ
か
ら
�
風
景
�
が
見

え
ま
す
」

貫
い
た
精
神
は
「
人
と
同

じ
こ
と
は
し
な
い
」
。
証
券

会
社
の
営
業
部
長
で
、
人
生

の
師
で
あ
っ
た
亡
き
父
・
昌

博
さ
ん
の
教
え
だ
。

０１
年
に
大
学
院
文
学
研
究

科
歴
史
学
専
攻
修
士
課
程
を

修
了
し
、
現
在
、
歴
史
社
会

学
者
と
し
て
研

究
活
動
を
続
け

て
い
る
田
中
ひ

か
る
さ
ん
が
新

著
『
「
オ
バ
サ

ン
」
は
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
か
』

を
刊
行
し
た
。

〈
女
は
若
い
ほ
う
が
い

い
〉
と
い
う
価
値
観
が
浸
透

す
る
中
、
オ
バ
サ
ン
と
い
う

言
葉
は
、
呼
ば
れ
る
側
に
違

和
感
や
不
快
感
を
生
じ
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
呼
ぶ
側
も

躊
躇
さ
せ
る
。

本
書
で
は
女
性
が
年
齢
を

隠
し
た
く
な
る
理
由
、
女
性

の
年
齢
が
意
味
す
る
も
の
に

つ
い
て
、
芸
能
人
の
年
齢
詐

称
、
出
産
限
界
年
齢
や
石
原

東
京
都
知
事
の
「
バ
バ
ァ
発

言
」
な
ど
に
触
れ
つ
つ
検
証

し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
「
オ

ジ
サ
ン
」
よ
り
も
は
る
か
に

多
く
の
意
味
を
背
負
っ
て
い

る
「
オ
バ
サ
ン
」
と
い
う
言

葉
、
「
オ
バ
サ
ン
は
図
々
し

い
」
と
い
う
〈
定
説
〉
に
つ

い
て
も
考
察
を
加
え
て
い

る
。現

在
進
行
し
て
い
る
少
子

高
齢
化
は
、
や
や
も
す
れ
ば

子
ど
も
や
若
者
を
尊
ぶ
と
い

う
思
考
を
生
み
や
す
い
。
著

者
は
こ
う
し
た
風
潮
に
「
年

を
と
る
こ
と
が
憂
鬱
な
社
会

は
、
幸
せ
な
社
会
と
は
い
え

な
い
」
と
く
ぎ
を
刺
す
。

（
集
英
社
新
書

本
体
７
０

０
円
＋
税
）

東東日日本本大大震震災災のの被被災災学学生生・・
被被災災地地支支援援をを推推進進

－起業の〝要〟は「人と同じことはしない」－

新
会
長
に
早
川
和
仁
氏

サ
テ
イ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役

▲ あいさつする日髙理事長・学長

こ

ま
つ

た
け

し

小
松

武
司
さ
ん

（
平
２
商
）

１１
年
度
育
友
会
定
期
総
会

定
時
総
会
の
中
止
に
つ
い
て

『
オ
バ
サ
ン
』は

な
ぜ
嫌
わ
れ
る
か

学
生
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
総
力
を

田
中

ひ
か
る
著

さ
ん

育育友友会会のの新新会会長長
はや かわ かず ひと

早川 和仁
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